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はじめに 

層状窒化炭素 g(graphitic)-C3N4は、バンドギャップが約 2.7eV の間接遷移型半導体であり 1)、光触媒への応用な

どが報告されている 2)。また、フォトルミネッセンス(PL)測定で 395.5nm(3.14eV)にピークを持つとの報告もある

3)。本研究室は大気圧窒素プラズマ合成装置を用いて窒化炭素ナノ粒子を合成している 4)。このナノ粒子は XPS、

NMR 解析 5)より heptazine 構造を基本ユニットとする乱れた na(nano 

amorphous)-g(graphitic)-C3N4HxOyであることがわかってきている。今回、

この na-g-C3N4HxOy を出発物質として、ピストンシリンダーMS-800 に

よる高温高圧処理を行った結果、新規層状窒化炭素化合物を得た 6)。出

発物質 na-g-C3N4HxOyと新規層状窒化炭素化合物の光学特性を報告する。 

実験と結果 

出発物質の透過率を分光光度計(日本分光 V-570)により測定した。図 1

に透過率測定の結果を示す。380～400nm 付近から透過光の信号が増加

する。従って、それ以下の波長で吸収が起こっているものと思われる。

図 2に励起蛍光スペクトルを示す(日立 F-7000により測定)7)。励起光(Ex1、

Ex2)と蛍光(Fl)の交点である約 390nm(3.18eV)をバンドギャップとする

と透過率測定の結果と一致する。またバンドギャップは文献 3)ともよく

一致している。現在、高温高圧処理試料についても光学特性の評価を進

めており当日発表する。 
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図 1．出発物質 na-g-C3N4HxOyの透過率スペクトル 
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図 2．出発物質 na-g-C3N4HxOyの励起蛍光スペクトル 
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